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●研究内容
数多くの先行研究がある「自己の感情の調整」に対
して、近年注目が集められる「他者の感情の調整」
に関する研究に、最近は主に取り組んでいます。

具体的には、定評のある国際的な学術誌『Emotion』
にて、この分野を代表して、概念の定義と心的過程
を説明するモデルをまとめた論文を発表しました。

また、直近の実証研究では、オンライン掲示板上で
のコミュニケーションに着目してデータを収集し、
どのような言葉をかけると、他者のネガティブな感
情を効果的に調整できるのかを検討しました。

このような研究を通じて、感情調整に関する理論の
精緻化とその応用を試みています。
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感情を効果的に調整するには？

自他の感情調整に関する心理学研究

●特徴
ネガティブな感情を経験した際、私たちはしばしば
自分自身で、あるいは他者の力を借りて、その感情
の調整を行います。この「感情調整」をキーワード
とした心理学研究に取り組んでいます。

感情調整は、自分自身の怒りを和らげるアンガーマ
ネジメントをはじめとする「自己の感情の調整」と
怒っている相手を宥めたり、悲しんでいる相手を励
ましたりするといった「他者の感情の調整」の2種類
に大別できます。この両側面から研究を進めている
点が特徴になります。
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図2 調査に用いた掲示板サイトでのメッセージ例図1「自己の感情の調整」と「他者の感情の調整」


